
永年勤続スタッフへのお祝い

▲まちの保健室スタート！
	 みんなで力を合わせ
	 頑張ります！
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　茅ヶ崎駅から徒歩15分です。1階は保育園、
▼3階部分が陽光いっぱいの新事務所になります

▲普段の仕事場の様子。
　みんな真剣！

ちぎり絵の作品を手に

笑顔いっぱいの利用者さん

心は一つに！人材は宝
！

▲縁の下の力持ち！
　いつも支えてもらっています！

ジョーさん



Activity of specialistスペシャリストスペシャリストがが行く行く！！

　大学病院で看護師として勤務し、13年目が過ぎようとして

いた頃のことでした。病棟では中堅看護師として後輩指導や新

人教育担当者としての役割を担っており、少しずつ経験を重ね

ながらも、これからどんな看護師になっていきたいのかと考え

ていました。

　そのような時、恩師より声をかけていただきました。大きな

衝撃が心身に走りながら、自分に教員が務まるのだろうかとい

う不安と、新たな挑戦に期待と不安で覆われていたことを今で

も鮮明に覚えています。

　まだまだ私の中で不確かな『看護とは何か』をもう一度見つ

め直し、看護をこれから学んでいく学生とともに、看護の奥深

さを改めて考えていきたいと思い、看護教員となりました。現

在、3年目が過ぎようとしています。

　看護学実習で担当していた学生から「どう考えればいいか、

全然わからない」と言われました。私の心中は『え、わからな

い？しかも“全然”わからないなんて』と驚きで一杯でした。

　その言葉から、自分の関わりを振り返り、学生に期待するあ

まりに、学生の思考を私の考えに引き込もうとしていたことに

気付くことができました。私の考える看護観の押し付けになっ

ていたと反省しました。

　このことをきっかけに、現在は学生が捉えたことを丁寧に聴

くようにしています。

ある学生からの言葉ある学生からの言葉

資格をとった経緯資格をとった経緯

大学での会議の様子（写真中央が久永さん）大学での会議の様子（写真中央が久永さん）

　教員として日々奮闘し悩むことが多いですが、学生が持って

いる力を学生自ら引き出し、看護を実践できるような関わりを

大切にしたいと考えています。

　その思いを実現させるため、現在、星
せい

槎
さ

大学大学院教育実践

研究科で学んでいます。大学院でもそれぞれ志を持った他分野

の方と出会うことができ、看護を多角的に捉えることについて

日々刺激を受けています。また、指導してくださる先生方の熱

意のあるサポートを受けながら、専門職の実践的思考や教育に

ついて学んでいます。

　看護を考えていく上で、大切にしていることは看護師個人に

よって違いがあり、様々な視点から患者、家族へ実践され発展

していくのだと考えています。このことを根底に置き、目まぐ

るしく変化する看護の世界へ学生とともに突き進んでいきたい

と思います。

今後に向けて今後に向けて

昨年の大型台風に際し甚大な被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　令和2（2020）年の新春を健やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。
　旧年中は、神奈川県看護協会の事業運営に、ご支援、ご協力をいただきありがとうございました。

　今年は「フロレンス・ナイチンゲール生誕200年」を迎えます。これを記念し、看護職がもつ可能性を最
大限に発揮し、健康課題に積極的に取り組み、人々の健康の向上に貢献するために、世界的なキャンペー
ンを実施します。このキャンペーンは “Nursing Now” をキャッチフレーズに、WHO（世界保健機関）
と ICN（国際看護師協会）により、世界的に広がっています。また同時に、 「看護の日・看護週間」制定
30周年を迎える年でもあります。当協会としても、看護の心、ケアの心、助け合いの心を人々に伝え、広げ、
今後の活動を飛躍させていきます。

看護教員

東海大学医療技術短期大学看護学科
助教　久 永  千 歳

「学生とともに成長していく
 　　 看護教員を目指して」

公益社団法人神奈川県看護協会会長　花 井  惠 子

新春に寄せて…
一人ひとりが尊重される
　　地域社会の実現をめざして

　2025年を目前に、神奈川県では「いのち輝くマグネット神奈川」を基本理念に、 「かながわグランドデ
ザイン第3 期実施計画」を策定し、取り組んでいます。今後は、更に2040年問題を見据え、取組む時期
にはいりました。国は2040年の様々な推計値を公表しました。人口減少の問題、生産人口の減少の問題、
高齢者人口がピークを迎える事、社会保障給付費が大きく伸びる事、などです。
　未曽有の少子・超高齢社会を迎えるにあたり、看護職は大きな役割を求められます。年齢や障害の有無
などにかかわりなく、一人ひとりが尊重され、生き生きした生活をおくることのできる地域社会の実現をめざ
すために、自治体、医療・福祉関係団体とともに協働し、県民の皆さまが安心・安全な医療が受けられる
よう、取り組んでまいります。

少子・超高齢社会に向けて

　ここ数年、地球温暖化と共に予想外の気候変動が起きています。特に自然災害は、様々な予防対策をし
ても対応しきれない規模で発生しています。昨年の台風19号による神奈川県内での被害は、記憶に新しいと
ころです。長期に渡る停電に見舞われた方、床上浸水や敷地内の浸水、交通機関への影響等で、多くの皆
さまが日常生活に大変な支障をきたされたことと思います。心よりお見舞い申し上げます。
　神奈川県看護協会は、災害時に対応できる災害支援ナースの育成を行ってきましたが、今後は当県が被
災した場合も想定し、更なる人材が必要と考え、育成と支援を継続してまいります。また、関係機関との連
携を推進し、災害看護実践の充実に尽力します。看護職の皆さまのご協力をお願いします。

　今年は、東京オリンピック・パラリンピック開催の記念の年です。神奈川県内でも、競技が開催されます。
当協会もメディカルスタッフやボランティアの協力をさせて頂きます。
　オリンピック精神に則った素晴らしい年になることを祈念し、新年の挨拶といたします。

災害時の対応に向けて
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一人の人間として
未来に柔軟に対応したい

信頼される助産師になりたい

目標は世界一周旅行！

人生100年楽しみたい！！

4名の年女さんに、これから の抱負などを訊きました！！

新 春 企 画

「「ねねずずみみ年年 あ あつつままれ～れ～！！」」

年女であることを認識できるのも2回目まで。4回目ともなると「そうだっ
たんだ」と妙に落ち着いた感じになるものです。24歳の私であれば、2020
年オリンピックの年に年女なんて記念だわ！と待ち遠しく感じたでしょう。
何かに挑戦しようと考えたかもしれません。48歳はどうでしょう。干支はあ
と何回迎えられるのか、そのことが先に浮かびます。同年代のみなさんはい
かがですか。
私は新人から十数年を小田原市立病院で過ごしましたが、現在の平塚市民
病院での職歴の方が長くなりました。それでも、新人時代に得たものは大きく、
今の自分を形成し、悩んだ時には新人時代の先輩方を思い出すものです。今は師長となり「隣の芝生はものすごーく青い」
と言って落ち込むことも増えましたが、周りの人達に支えられ続けることができています。育った環境や時代背景が多様化
している今、昔にこだわり過ぎても今にこだわり過ぎても問題は解決しないと感じています。一人の人間として、看護師と

して、これから訪れる未来に柔軟に対応できる、そんな人でありたいと思っています。
人間以外の生き物が苦手だった私が、とある事情から犬を飼い始めました。苦手だと

思うことでも、きっかけさえあれば、意外と簡単に乗り越えられるものかもしれません。

平塚市民病院　看護師長　西 島  由 美

幼い頃からテレビっ子の私が12年前に夢中になったのはドラマコードブ
ルーでした。そこで見たピンクのスクラブを着た看護師の姿はとても印象的
だったのを覚えています。看護師の母からも勧められていた職業で、ドラマ
をきっかけに興味を持ち始めました。そんな時、初めて母の働く姿をみて患
者やスタッフから信頼されている様子に憧れが強くなり、もともと子供が好
きだった私は母から背中を押されて助産師の道を目指しました。
助産師学校の実習では、まだまだ知識も技術もない学生の私に、分娩介助
をさせていただいた方から「あなたは私の命の恩人です」と声をかけていただきました。この一言を受け、もっと経験を
積んで母児を支えられる助産師になりたいと強く思い、今でもその一言は私の原動力になっています。
夢だった助産師として働き始め、素敵な先輩方にも恵まれ、充実した日々を送っています。先輩の姿を見て、憧れの助
産師像が膨らんでいます。これからたくさんの知識や経験を積み重ね、12年後、36歳になったときに先輩方のように患者
から信頼される助産師になっていたいと思います。これからも自分らしく前向きに頑張ります。

伊勢原協同病院　看護部　伊 藤  萌 夏

5回目の年女です。4回目もこの紙面でダイエットを宣言したのですが、
まだまだ成長を続けています。この記事が掲載される頃は、普通のおばさ
ん体系になっているはずです。
60年の人生ですが、結婚をして岡山から川崎へ、同時に川崎市へ就職し、

翌年の夏には喘息で重責発作を起こし臨死体験！その時、春に喘息で亡く
なった若い事務職の先輩が迎えに来てくださったのですが「今は行けない」
と断った事が鮮明に記憶に残っています。先輩保健師からは「仕事の替わ
りは誰でもできるけど、家庭での役割は貴女しかいないのだから自分を大

切にしなさい」と言われその言葉を大切にしています。
50歳を過ぎた頃からは、同級生とよく連絡を取るようになり老後や遊びの話で盛り

上がっています。今は90歳の舅が人のお世話をしたり、86歳の両親（要支援や要介護）
が退職後に始めたいちじく作りを通して、近所の人達と話をすることで、認知症の進行
予防や寝たきり予防になっています。自分も何か人のためになることを、地元の人と出
来たらと思っています。そして後輩達の助けができるよう健康
で、人生100年楽しみたいです。

川崎市高津区役所地域みまもり支援センター　菅 原  一 子

私は一度、看護の仕事を離れ、自然に囲まれた故郷で家業を手伝った後に、大
好きな神奈川に戻り看護師として再スタートしたという経緯を持っています。幼
い頃からの夢だった「横浜で看護師として働く」という願いを叶え、現在は副師
長という役割を担い、外科病棟で勤務しています。
今働いている病院ではPNS看護提供方式を導入し5年が経過しました。立ち上
げ当初からのメンバーとして活動し、今は全部署に導入されました。現在は定着
のために奮闘しています。また、今年5月に迫った新病院への移転が安全かつス
ムーズに行えるように、各部署のコアメンバーと協力し、たくさんの知恵を出し
合っています。よりよい看護の提供ができるように日々努力していきたいと思っ
ています。
プライベートでは、約一年前からゴスペルグループに所属し、月2回のレッス
ンを受けています。昨年12月には日本で一番大きなゴスペルグループ【VOJA】
のメンバーと一緒にステージに立ちました。これからも大好きな歌を続けていき
たいと思っています。
人生一度きりなので「何事も楽しむこと」をモットーに仕事もプライベートも
充実した時間を過ごしたいと思っています。今の職場でやれる限りを尽くした後
に、世界一周旅行に行くことが今の目標です。

横浜市立市民病院　沢 田  千 春

岡山のご両親が作られた
立派ないちじく！

友人と行かれた江の島散策で
ホッと一息つく菅原さん

ステージ上で歌う沢田さん

愛犬と一緒にくつろぐ西島さん

赤ちゃんも伊藤さんの笑顔も初々しい！

菅原さんと沢田さんは何と12年前の看護だより特
集「ねずみ年

集まれ！」でも掲載されました。その後ずっと協
会の会員でい

てくださいました。ありがとうございます！
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